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１
第 号 県議会に提出する予定案件

［説明］総務課
（非公開）

　議案第３１号については、今後知事または議会など、関係機関との協議等を必要とする事項で
ある旨が教育長から発言され、出席委員全員が了承のうえ非公開とした。

　教育長から松坂委員及び小澤委員が都合により会議を欠席する旨の届け出があったとの報告が
あった。

会 議 要 旨

第 14 回定例教育委員会 会議録

開 催 月 日 令和 3 年 2 月 3 日
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【原案どおり決定】
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第 号 博物館の登録に関する規則
［説明］総務課

32

三 塚 委 員 やっぱり明らかにこちら側のミスと言えばミスですよね。だって、令和元年
の６月に文科省がこういう文書を発していながら、翌年の３月にこれをやっ
ているわけだから、あのときに結構いろいろもめたんですよね、いろいろな
意見が出て。教育委員会のときもこれはどうで、あれはどうでと。その段階
でやっぱりこういった論議が文科省からのそういった通知が発出しているも
のを、全く見逃していたというのはこれ大きな問題で、こういうことがある
と教育委員会自体が何やっているんだということになってしまうので、この
あとの対策をしっかり講じて、こういうことが起こったら困るので、ないよ
うな対策をしっかり講じておくべきだと思うので、そこのところをどういう
ふうな対策を今後講じていくのか、こういった事例があるので、その辺をお
聞かせ願えますか。

小田切課長 今回、昨年度末移管したのが他にもスポーツ部門だとかがございます。言っ
てしまえば私どもの見落としということが原因とはなりますけれども、ス
ポーツ部門も含めまして再度見直しをして、漏れのないように。これ、
ちょっと言い訳じみた話になるんですが、片や地教行法のほうではいいよと
言っていながら、博物館法のほうは改正がされていなかったという、法律自
体ちょっとちぐはぐな所がございましたけれども、そういったものがないか
どうかというところはチェックをさらにしていきたいと思っております。

三 塚 委 員 やっぱり個人的な見解ですけども、今の縦割り行政が、それもやっぱり知事
部局と教育委員会と両方またがっている事案ですよね、これね。今の県の縦
割り行政自体が僕は問題になっているんじゃないかなといつも思っていると
ころなので、そういった横への繋がりをもうちょっと密にしていけば、こう
いったイージーミスみたいなことは防げると思うんですよね。だから今後
やっぱり縦割り行政から横に広がっていくような、こういう、まあ教育委員
会の中でも同じなんだけれども、県とそれから教育委員会にしてもそうなん
ですけど、横の繋がりというのをもうちょっと密にするような体制を作って
いく必要があるんじゃないかなと個人的には思っているんですけど、その辺
を検討いただければと思います。

小田切課長 はい、分かりました。普段から連携は密にしているつもりですが、いろいろ
な人事的なことも含めましてかなり連携は密にしていきたいと思っておりま
す。

岡 部 委 員 今みたいに文科省と、それから県と、そういうふうなもので知事部局になっ
たとよく分かるんですが、令和２年度のときに他県から観光文化部から照会
があったというところは、同じようなことの内容で聞かれてそういうふうな
ことが発覚したんでしょうか。

小田切課長 そのとおりです。

岡 部 委 員 やっぱり、よその県もそうだったということですか。

小田切課長 そうですね。ほかにもこういった観光、文化、博物館とかの行政を知事部局
に移管しているところが１１ほどございまして、その中から照会があって、
令和元年６月にこういった通知が出ているということが分かったということ
であります。

岡 部 委 員 やっぱりそうですね。ありがとうございました。

【原案どおり決定】
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第 号 「山梨県教育振興基本計画」の目標となる指標の進捗状況について
［説明］総務課

33

三 塚 委 員 いまいち進捗率のことが僕はよく分かってないんだけども、これは一般的な
やり方がこういうやり方なんですか。例えばいろんなことで進捗率を出しま
すよね。一般論としてこういったやり方をするんですか。まずは聞きたい。

小田切課長 そうですね、やはり大体計画というのは何年間かの計画になりますので、そ
の最終目標数値みたいなものがまず分母にきて、分子はその当年度のそれで
どのくらいの割合までいったかということが分母と分子の関係にはなると思
うんですが。そもそもスタートラインというか、どこからスタートしている
のかというところが、例えば同じ９０％というのも、元は７０％しかなかっ
たのが９０％になったのか、元は５０％だったのが９０％になったかについ
てもかなり違うと思いますので、そこから、こういった計算式を敷きまし
て、進捗率という、増えた幅の部分についての分母と分子を計算していると
いうのが大体一般的かとは思っております。

三 塚 委 員 それが一般的なやり方なんですか。僕らはよく分からないので、要するに進
捗率を決めるときは当然基準値がありますよね。これで言うと２９年度か。
何でもそうなんだけれども、基準値があって、これを何年後にいくつかにす
るというような基準値に対して出しますよ、僕たちが例えばいろんな事業を
するときに。そうすると、基準値よりもすごくよく、当然一生懸命やったか
ら上がってくる。で、基準値を基に１００％のものが出てくるわけで、基に
なる基準が９０であって、これを１００くらいに持っていこうかというのが
あるじゃないですか。そうすると進捗率っていうのは、それに対して何パー
セント今の段階でできているかっていうのが進捗率だと僕は思っていたんで
すよ。今までいろんな事業をやってきたんだけれども、そういう考え方をす
るもんだというふうに思って、今なんで聞いたかって言うと、その基準値か
ら分母の部分を、基準値からその実績値を引いていく。どうもその辺で数字
の何て言うんですか、ごまかしが出てきちゃうような気がしちゃったんです
ね。一般的には、一般的ってよく分からないんだけどやり方が。基準になる
ものがあって、それに対して１００かどれくらいかの数値を持ってくる。そ
れに対してこの年はどのくらいできたかという、それが進捗率だっていうふ
うに僕自身も思っていたんで、ちょっと分からなかったんでお伺いしたんで
すけれども。何て言うんだろう。進捗率ってもっと単純に考えればいいこと
じゃないのかなと僕自身思っていたんですけれどもね。まだいまだに今の説
明に納得できない部分が実はあるんだけれども、これはまだやっていても意
味がないんで、そういうやり方が普通だと言えばそれはそうなんだねってい
うふうに思うしかないんだけど。もっと単純な考え方をすべきことじゃない
のかなというふうには思ったんです。だからちょっとここのところを聞きた
かったんです。

小田切課長 確かにちょっと進捗率というものが分かりづらい部分があるかと思います。
ただ今回、４８の指標もパーセンテージで目標を作っているものか、人数で
目標を作っているとか、いろいろございまして、それらのそれぞれの比較を
するときにその進捗率という考え方というのは、どちらかというと分かりや
すい部分があるかなということでさせていただいているんですが、ちょっと
若干はやはり分かりづらい部分というのはあると思いますので、今後、これ
までもこの教育振興基本計画はこれでやってきてはいるのですけれども、こ
こは考えものかもしれません。

降 籏 理 事 先生おっしゃるとおり、進捗率の考え方は難しいところがあるんですが、こ
の教育振興基本計画の数値というのも、今期よりも前の段階からこの数字を
取って、その進捗だとかそういったものを計っている見方が、どうもこの進
捗率という考え方を持ってやってきている部分がございまして、ここを変え
ることが経年の比較だとか、これまでの前のその達成から今後どう評価をし
ていくのかというところ、なかなか難しい部分もございます。
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降 籏 理 事 ただ大きく見直しができるようなタイミングだとか、この評価のやり方も
日々行政の中で変わってきたり、あと進化してきている部分もございますの
で、取り方だとかその辺り、これまでのやり方を変えるとこれまでの継続性
をどうやって評価しようかというところを、われわれもいつもそこがぶつ
かって悩みになるというのが率直なところです。なので、すぐ変えられるか
どうかというのもあるんですが、この見直しだとか、そういったタイミング
とかを見計らいながら、この分かりやすい、われわれも評価が適切にできる
ような手法というのも考え続けていきたいと思っております。

佐 藤 委 員 教育振興基本計画は教育委員会の生命線に関わるとっても大事なことだと
思っていまして、それでいくつか気付いたことをお話させてください。
基本方針の１の豊かな心の育成で、全学級で道徳の授業公開している学校の
割合ということで進捗率を計っているのですが、平成２９年には７７．３％
できていたのが、Ｒ元年には６４．４％と若干下がっているんですけど、お
そらくこのままいくとまた次年度さらに下がるのかなという予測が立つんで
す。それはコロナ禍の影響ということで。それで取り組みの中で「全校体制
で全学級において推進が行われるよう指導していく」とあるんですけれど、
ここはそのとおりなんだけれども、もう少し具体的に学校へのサポート等し
ていかないとかなり厳しいのかな。ほかにも言えることは、やっぱり先生方
のゆとりと関わることがとても多いかなと、この進捗率を上げていくという
方向に向けてということで、２番目の問題行動、不登校児童の解消率という
ことにしても、例えば学校によってはすごく大変な児童・生徒を抱えている
学校もあると思うので、そういう困難校にマンパワーを補充するとか、ＳＣ
の時間数を増やしてあげるとか、何らかの県のサポートがないと難しいのか
な、進捗率を上げていくことがと思いました。

それから６番目の高校教育課の【生徒指導の充実】のところで、昨年スクー
ルカウンセラーをＲ２年度は増やしていただいたんですが、この時点で平成
２９年とＲ元年度を比較したときに減っているんですけれど、必要と思われ
る生徒がこういう相談支援を受けられなかったということかなと思い、こう
いう数字を見てスクールカウンセラーの配置校を増やしてくださったのかな
と思うと、こういう数字に対して敏感に、何か手を打つということがとても
大事だと思いました。
それから健やかな体の育成のところで、７、８、９、１０の基本方針には家
庭が大きく関わるなと思いまして、トップ３の中に１つは入り、ワースト３
の中に１つ入った朝食のことなんですけど。確か昨年、朝食のレシピを広く
周知してということをお聞きしたように思うんですけど、どのぐらい周知で
きているのかなということと。それから、例えば給食中に子どもたち自身に
も食の大事さというのを啓発というか、啓蒙していく必要もあるかなと思っ
ています。

それから【子どものスポーツの機会の充実】ということで、私はかなり部活
動との絡みでこれまでも再三意見を述べさせていただいていたんですけど。
地域でのスポーツとか運動を広げていくということがすごく大事だと思い、
この１１、１２には地域に大きく関わっていただきたいと思うんですけど、
この辺はどんなふうに努力が進められているのかお聞きしたい点です。
それから基本方針の２で、グローバルに活躍する人材の育成というところ
で、指標の概要のところに検定で達成した生徒の割合とあるんですけど。も
しこの線で進捗率を上げていくんだったら、市町村に英検３級の受験料の補
助でしたかしら、それを例えば県が３分の２補助して、受けてくれる市町村
をもっと増やすとか、そういうこともあるのかなと思いましたが、この進捗
状況を出すのに当たり、ふるさととか地域の課題に目を向けて取り組んでい
る生徒の割合とか、何かそういうふうな、これからの方向性とも絡むんです
けど、高校の普通科の学科の再編とか、これからきっと各高校でいろいろ工
夫改善されていかれると思うんですけど、そういうところとも絡んでいただ
きたいというように思いました。

小田切課長 今、佐藤先生からお話がございました。Ｎｏ２、６、８辺りだと思うんです
けれども、２番の道徳教育の推進という部分でございます。これは、道徳の
授業を公開している割合というのを目標としております。
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佐 藤 委 員 道徳の公開の件については、確かに学校のほうで道徳が教科になって評価が
難しいということはあったと思うんですけど。そういうことを含めて、やは
り授業の道徳の公開がやや減ったというところは、もう少し人的な補充と
か、いろいろ先生方のゆとりとか、そういうものをいろいろ考えていかない
と、それからコロナ禍でますます公開が難しくなるかもしれないので、その
辺りをかなり広範囲な視点で見ていただかないと厳しいのかなと思ったので
話をさせてもらいました。
ありがとうございました。

岡 部 委 員 佐藤先生とまったく重複するものがいくつかあり、そのことを反復させてい
ただいて、先ほどの２番の道徳のところですけど、校長試験、教頭試験のと
きに、先生たちよくお分かりになっていて、山梨のふるさととか、キャリア
教育とか、そういうものについて、この道徳のことをすごく言われてまし
た。

小田切課長 これ、何で公開に焦点を当てたかと言いますと、特に道徳というのが、学校
だけではなくて、家庭や地域と共にやらなきゃいけない科目でありまして、
その道徳が教科化されたのがＨ３０年度に小学校、Ｒ元年度に中学校で教科
化されております。最終目標は公開、全校で、全学級で公開をするという話
にはなるんですが、教科化されたことによって今まで授業ではなかった部分
の授業内容の確立だとか、評価方法、どうやって通信表を付けようかとい
う、そういう部分が非常に苦心した部分で、授業公開まで手が回らなかった
という。正直言いますと、そこがちょっと悪い原因でございます。ただこれ
につきましては、学校教育指導重点説明会だとか、あと道徳教育の推進教育
研修会などで今後開催をしていくようにと、教科化されて、２～３年経つこ
とになると思いますので、これから進めていきたいと思っております。

６番の不登校児童生徒で相談支援を受けている人の割合というのがございま
す。今回、数字が悪かった原因というのが、平成２９年、基準値が高かった
年というのはダントツに高かったんです。それら原因を分析しますと、今、
スクールカウンセラーというよりも学校外部の精神保健福祉センターなどへ
の相談が多かったという分析をしておりまして、Ｒ元年度につきましては、
分析としましてはその外部への相談は少なかったというふうに分析しており
ます。なので、精神福祉センターなどへの相談が頻繁にできるように、相談
支援体制に対する周知を通常は年１回４月に発出するものを、今年は夏休み
明けにも出すだとか、あと精神保健福祉センターの方に来てもらって生徒指
導主事教育相談担当の会合のときに、精神保健福祉センターの話をしていた
だくというようなことを謳っております。

あと７、８、９、１０辺りですが、朝食を食べない子どもが多いという部分
がございますが。先ほど佐藤先生もおっしゃったように、忙しい親や子ども
が簡単に作れるような簡単朝ごはんレシピというのをやっておりまして、夏
休みとか冬休み前にそれぞれ３０数品目ずつホームページにアップするな
り、あとは保護者にも配布をするような形で、それでご飯食べましょうねと
いう話をしております。あと全小中学校に食育推進１校１実践運動というの
がありまして、給食を残さず食べようというのもありますし、朝食を食べて
きましょうねという、あとは地産地消とか、そういったものがありますけれ
ども、そういった運動をしているところではございます。

あと１１番、１２番辺り、スポーツの機会という部分で地域との絡みという
話がありましたが、今、もっと楽しい体育授業で体力アップ事業というのを
やっております。それは、総合型地域スポーツクラブの指導員という、学校
ではないところ地域の方、その方に、体育の先生用に楽しい授業方法を教え
に来てもらうという事業を進めておりまして、それがＲ元年度で言いますと
３４校で実施している状態でございます。地域の力も使いながらスポーツ
の、これは体育の授業の話かもしれませんけれども、やり方を変えていると
いう状態でございます。
英検、１６番、１７番辺り、英検というかＣＥＦＲですが、ざっぱくに義務
教育のほうでは先ほど佐藤先生もおっしゃったように市町村への補助という
のは、英検３級の試験を受ける場合には半額支給というのを市町村に対して
しております。ただ難点としましてはなかなか市町村からもっと頻繁に手が
挙がってくればいいんですが、まだちょっと数が少ないようなので、さらに
これは周知をしていかなければならないんだろうなと思っております。
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佐 藤 委 員 先ほどの続きで、１１ページのキャリア教育推進のところで、義務教育課も
高校教育課もこういう文面があるんです。「児童生徒用と指導者用の電子
データを各学校に提供した結果、目標値の１００％に達した」とあるんです
けど、これは例示した資料が１００％行き渡ったということですか。主語が
ないような気がして、何が１００％になったのかがちょっと私には分からな
かったので、ここは教えていただければと思いました。
それから１２ページで、２６番、【学校・家庭・地域との連携・協働の推
進】のところで、生涯学習課担当課のところですけど、「今後は引き続き市
町村への説明会等により設置率の向上を図っていく」ということが、市町村
の力に頼るということなのかなと思うと、もう少し県として説明会だけでな
く、市町村に対しての何かをもう少し図っていただきたいと思います。

というのは、市町村は小中の教育課程に関わる人的な配置とか、かなり力を
尽くしていて、放課後の子どもの教室の設置のほうに、もしかすると手が回
らない状況があるのかなということで、県のほうで小中へ人的な加配とか、
予算をもう少し拡大してもらって応援をしていけば、この設置数の増加につ
ながるかなと思いましたので、表層的なことじゃなくて、その問題の背景に
あるところの解決をもう少し迅速にやっていかないと、かなり進捗率の向上
は厳しいところがあるような気がいたしました。

岡 部 委 員 地域の宝庫にいっぱい人材がいるんだと。だから地域、家庭、学校が一つに
なるのはこの道徳だと。そういうようなこともおっしゃっていて、学校を開
くためにはやっぱり道徳授業を公開していったほうがいいと思うので、この
ことについては多分上がっていくんじゃないかというような、試験の試問を
させていただいて感じました。
その次ですが、まず考えられることなんですが、保健体育課のところの体育
も１校１実践がある。食育も１校１実践がある。そのことについてはホーム
ページに徹底されている。だけども古いもの、２７年度とか２６年度のも
載っていたような気がするんですが、何年度までホームページって載せてい
るのかっていうことを聞きたいことが１点です。それから、先ほどの英検の
ことについては全く同じ意見なのでよろしくお願いしたいと思います。あと
２７、２８、２９なんですが。高校生が、今回、合唱部にしても、吹奏楽部
にしても、あるいはＮコンにしても、いろんなところで自分たちの悩みを打
ち明けているところ、もう情報メディア全部伝えていたと思います。そのこ
とについてここは少ないんですけれども、ここに書いてある２７、２８、２
９。２７と２８について、あえてＲ２年度のコロナのことが書いてあるんで
すが、２８番目も私は同じではないかと思うんです。そこもコロナっていう
こと、統一するんであればＲ２年度はあえて入れているんであれば、入れた
ほうがいいかなっていうふうに思ったっていうことが１点。

それから戻ってすみません。１３、１４のところなんですが。オンライン授
業が根付き始めた頃、いち早くやってくれたことが保健体育課、毎日のこと
について、「ご飯食べていますか、食べていませんか」というアンケートは
するけれども、体力が落ちていって、実際に投げたり、あるいは走ったりと
いうものは中止になりました。今回、これはいち早く保健体育課の人は動画
を配信しました。投げる力を付けるためにはこうしましょうということ、ま
るめて投げるのを。とっても分かりやすくて、先生たちよりもはるかに、先
生たちが悩んでいる頃に出したということは、もう県の教育委員会は素晴ら
しい評価だったということを報告させていただいて終わります。

小田切課長 今のお話の中で、一番最初に岡部先生がおっしゃったホームページにつきま
しては、確かに古いデータが今散見されております。ただ今年に、実は眠っ
ていた職員が組織する広報委員会というのがございまして、それを再度久し
ぶりに立ち上げまして、今、ホームページをリニューアルしようということ
でやっておりまして、どちらかと言うと活字ばかりではなくて、見やすい
ホームページにしようというのがコンセプトではございますが、それと合わ
せましてその内容的なことも一新したいと思っております。
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佐 藤 委 員 それから１３ページで、だれもが安心して学べる教育環境の整備というとこ
ろの、学校における働き方改革の推進というところで、３１の「きずなの
日」を実施している学校の割合で進捗率を測っているわけで、そしてそれが
平成２９年度よりもＲ元年度はかなり上がっているんですが、この理由の中
に小中は緊急な会議や保護者対応があったということで、これは現実だなと
私は思いました。その１つ下のところで、高校の現場の話ですけど、実施で
きなかった理由に新型コロナの感染症による臨時休校のためということが
あって、Ｒ元年度は１月、２月、３月が影響していると思うんですけれど、
計画的な実施に向けて学校はかなりがんばろうとしていると思うんですけ
ど、やっぱり先生方にゆとりとかがここには大きく響くところだなと思いま
した。「きずなの日」というのが、多分児童生徒と教師が向かい合えたり、
それから教員自身も教材研究等に使える時間というふうに把握していいので
しょうか。そうしたらやっぱり、もう少し教員の働き方改革のところを強硬
に進めていただきたいなということを切に思いました。
あと総合教育センターの魅力ある学校を支える指導体制の充実というところ
で、経験５年までの先生方への研修が若干進捗率の点で落ちているというこ
となんですけど、どういうニーズがあって、そういう先生方の研修に対する
希望を踏まえて、日々すごく考えていただいていると思うんですけれども、
一方、第２ステージのほうはかなり進捗率がというお話でしたが、そこの辺
りについて次年度以降、総合教育センターとしてはどんなふうに研修を工夫
改善されるのかなというところを、ちょっと分かる範囲で聞ければ聞かせて
いただきたいと思いました。

中 込 課 長 それではキャリア教育のキャリア・パスポートの件でお答えをしたいと思い
ます。
こちらの主語がというところでしたが、主語は指標の概要のところのキャリ
ア・パスポートを活用している学校の割合ということで、活用率が目標値の
１００％に達したということでございます。こちらは日本全国でやっている
ものでございまして、行事ですとか、年度の変わったところで自分の目標で
すとか、そういうことを立ててそれに向かって取り組んでいくということを
目指していくわけですけれども、その日々の取り組みがキャリアに繋がって
いくという考えで進めているものでございます。今年で１年目、今年度末で
１年目になるわけですけれども、来年度ですね、今度小から中、中から高と
渡るところがありますので、そこでも通知を出したところでございますけれ
ども、最後、同じようにまとめをして、次の講習に渡していくということで
積極的な活用を図っていきたいと思っております。

山 岸 課 長 生涯学習課でございます。
２６番の学校・家庭・地域の連携・協働の推進のところで、放課後子ども教
室の設置についてなんですが、こちらの費用面に関しましては各市町村で国
の助成金を活用しているところですので、その活用を促すとともに、放課後
子ども教室は子育てやっております子ども教室との連携した設置ということ
もございますので、このたび教育委員会でも子育て支援局と連携いたしまし
て、指導者のための研修会の実施ですとか、あとは先進事例を市町村のほう
に広くお伝えするような形でこの設置を進めている状況でございます。

小田切課長 １３ページの３１番、３２番、きずなの日だとかのお話なんですが、これに
つきましては、今、山梨県教員の多忙化改善の取組方針というのが４年ほど
前にできあがっておりまして、力を入れてやってきたことで、進捗度合は良
くなっております。ただ２０回まではいかないけれども、１７～８回やって
いるところが多いところではございます。あとこれに関しましては、この取
組方針というのが、今年度までの計画になっておりますので、来年度以降の
計画につきましては、また新たなものを現在策定しておりますが、このきず
なの日とかというところはまた引き続きやっていくと考えております。
続きまして、１３ページ、３７番、総合教育センターの研修の話でございま
す。特に悪いところの話をさせていただきますと、今教員につきましては、
第１ステージ、第２ステージ、第３ステージ、あと校長、教頭とあります。
第１ステージが、佐藤先生がおっしゃるとおり採用から採用５年目までで
す。第２ステージが６年目から４０代半ば。第３ステージが４０代半ばから
６０歳で、あとは管理職と分かれております。
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第 号 教育委員会の活動状況報告書について
［説明］総務課

小田切課長 特に第１ステージの、採用から採用５年目までが悪かった。それはなぜかと
いうところになるんですけれども、確かに悪いことは悪いんですが、実は以
前は、教員の育成指標というのが、第１ステージは新採用の１年目だけだっ
たんです。そのときの数値が基準値になってきておりまして、それがかなり
良いものになっております。これで具体的に言いますと、平成３０年度につ
きましては、９９．９％が満足だと答えていたと。今、教員育成指標で第１
ステージの定義を変えまして、採用から５年目までに変えたところ、採用２
年目から採用５年目が新たに加わったんですが、そこの評価が実は悪かった
というところが原因ではございます。それについての対策は、総合教育セン
ターのほうにも聞いてみましたが、やはり今までどうしても一方通行の、講
義型の研修が多かったせいではなかろうかと。なので、自分たちが参加して
いる当事者意識を喚起するような体験参加型の研修、グループワークみたい
なものの企画を進めておりますという状況でございます。

佐 藤 委 員 １年度から５年度まで幅が出てきているので、きっと個々の先生方のニーズ
に合わせるというのは、かなり企画する側も大変だと思うんですけど。これ
で一番気になるのが活用度が下がったというところで、やっぱりこれって研
修を受けてきたものを、できれば理想的には学校の中に還流できたりすると
すごくいいなと思うんですね。１人、個人が受けて、１人で終わらせないと
いうことが大事なんですけど、そこにやっぱり時間的だとか、人的だとか、
ゆとりがないと、このこともなかなか思うようにいかない。勉強してきて、
そのことを実際自分で授業でやってみたいけれども、ちょっと余裕がないと
かということで活用度が下がっているとすれば、やっぱりいつも教育委員み
んなで声を限りに叫んでいるところですけれども、マンパワーが欲しいとい
うことをすごく思いました。

【原案どおり決定】

34

三 塚 委 員 まずちょっと聞きたいのはこの２６条というやつは、最近出たんですか。そ
れとも以前からこういったものが出てきたんですか。というのは、このよう
なしっかりした、総点検した報告書を見たという記憶はないんだけども。

小田切課長 それはなかったです。

小田切課長 昨年度もやはりこのような表紙のもので、冊子で教育委員会に諮ってから議
会のほうに出させていただいております。

三 塚 委 員 今までの記憶で言うと、総点検みたいな形じゃなくて、違う点検の仕方をし
ていたんじゃないかという記憶があるんですよね。こういった事業全体を総
点検したんじゃなくて、違うようなやり方をしていたような説明を受けた記
憶があったんだけれども。それは今までと同じような点検の仕方なんです
か。というのは、法律上に、その２６条に決められているわけですよね。例
えばこういう点検しなさいというやり方。それから評価を求めなさいという
のも出ていますよね、この２６条の中に。そうすると今までそこのところを
しっかりやってきていたのに、今年何か急に新たにものすごくしっかりした
のが出てきたなということを感じたんだけれども。今までやったのと全く同
じじゃないよね、これ。この報告書自体が。内容がちょっと、何て言うか、
全然、もうちょっと細かくなっているし、それから外部評価もこんなに何々
先生というのは出ていましたっけ。
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三 塚 委 員 ですよね。
だから何を言いたいかというと、平成１９年にこの２６条というのが出てい
て、それで多分いくつか規程が、こんなことしなさい、こんなことしなさ
い、こんなことしなさいって書いてあって、それに則って今回外部評価みた
いのをやってきたんじゃないのかなって僕は認識したのね。じゃあ何で、今
まで、僕、４年間やったんだけれど、こういった外部評価まで出ているよう
な報告書を見てない。僕の記憶の中では、こういったものが載っているよう
な報告書は見てなかったので、ちょっと疑問に思ったんですよ。ならば、平
成１９年からこういったものが出ているのであれば、どうしてもっと早くか
ら、点検しました、点検しましただけじゃあしょうもないわけで、まさしく
このとおり、外部評価の内容に関しては僕はうんぬんかんぬんじゃないです
けれども、外部評価は全く関係ないっていうか、第三者の評価っていうのが
必要だと思っているわけじゃないですか。やらなきゃいけないと言いなが
ら、今年やっぱりやったと。それまで何でやらなかったのということを聞き
たかった、ちゃんとした形の。

小田切課長 今年度につきましては、特に新しく入れたのは、大学の先生お二方の評価と
いうのは新しく入れておりまして、これについてはこれまでやっていません
でした。ただこういった冊子、冊子としては毎年教育委員会のほうへかけて
議会に出させていただいていました。

三 塚 委 員 内部評価と外部評価で全く違うわけでしょう。外部評価って第三者が見て、
この教育委員会の活動がこんなによくやっていますよという、こんなところ
が問題ですよというのが、これが評価ですよ。内部で自分たちを評価したっ
て、それは自分の都合の、変な言い方ですが、自分の都合の悪いところはオ
ブラートで包んじゃうところがある。そうでなくてしっかり外部評価ってい
うところで書いてあるのであれば、やっぱり外部評価っていうのは第三者か
らの意見なんだから、どうしてこれを今までそういった形のものをやらな
かったのかなというのは単純に疑問に思った。

小田切課長 それにつきましては、今年、ほかの県の状況を調査したことがございまし
て、そこで気が付いたというのが実際あります。他県につきましては、教育
に関して学識経験を有する者の意見というのを添付しているということが分
かりまして、それではやはり私たちもここは是正しなければならないという
ことで、今年度新たに最後の紙ということになりますが、教授の意見をとい
う状況です。

三 塚 委 員 さっきと全く同じことなんですよね、言っているのは。さっきの意見の中
で、僕は縦割り行政は良くないよ、横とのつながりをしっかりやるべきじゃ
ないのっていう話をしたんだけど、これは全く同じで、ほかの県に問い合わ
せたらこれが分かった。だから今年からやったんだということでしょう、
言ってみれば。であれば、こういった法律ができたところで、例えば１都９
県やる場合に、私たちがやっている以外に事務局との事務的な会議みたいな
ものもやっている。そこで他都道府県との連携を取りながら、ここではこん
なことやっているということをもっと早くからやっていれば、こういった問
い合わせをして、どこどこでやっているから今年からうちでやろうと、こん
なばかばかしい話じゃないわけ。やっぱり恥ずかしい話なんです、はっきり
言ってしまえば。だからそういうことがないように、横への繋がり、教育委
員会と県庁という話もあるけれども、それはそれとして、やっぱりほかの県
とも横の繋がりをもっともっと連携を持たないと。これからこういったコロ
ナの時代になってきているわけじゃないですか。横への繋がりをもっともっ
と充実させていかないといけないので、今回のこれもそうなんだけれども、
やっぱり気付いたからやったんじゃなくて、こんな法律平成１９年からでき
ているんであれば、もっと早くからやっていくべきことじゃなかったんじゃ
ないですかと思っていますから、また検討いただきたいと思います。
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小田切課長 先ほどの博物館の話と同じでございます。早急に改善を図りたかったという
こともございまして、先生おっしゃるとおり、今後こういったことの落とし
がないように気を付けていきたいと思っております。

佐 藤 委 員 教育委員会活動についてこれまでも悩みながら探ってきたようには思うんで
すけど。教育委員の要望というのは、どんなふうに実際通るのかなというと
ころが、ちょっと私の中で不明なところがありまして、例えば総合教育会議
などはこの活動の中には全く触れられてないんですけれども、文科省が主催
してくれた教育委員の学習会というんですか、そこで知事と直接話のできる
こういう会議は大事にするようにというようなお話があった記憶があります
けれど、その辺についてちょっと教えてもらいたいなと思いました。
それから、何校か県立高校の学校訪問をさせていただいて、状況を一部にし
てもつかめたし、それから改善要望を、帰ってきてこういう場で報告ができ
たということは、改善への一歩に繋がった成果かなと思いまして、そういう
ことができることが、やっぱり学校現場にとってもありがたいことだと思う
と考えるわけですけれども、義務教育の小学校の訪問は、２年度間はコロナ
のことで、もうやむを得ずの状況でしたけど、全くなかったわけで、学校現
場の先生方の声をいろんな場面で、いろんな会議が行われているので、その
都度聞いてはいただいているんでしょうが、もう少し学校の空気も感じたい
なということはありました。反省点は多分この訪問を受けた学校への還元が
あまりなかったからではないのかなということを、個人的な私見ですけれど
も、そんなことを感じます。それで玉穂南小の医大の院内学校を訪問したと
きに、あの先生方が特殊な現場なので人事のことですごく願いを訴えてい
らっしゃって、あの辺りのことがその後どうなっていっているのかなという
のと。それから田富南でしたよね、小学校。行ったときに日本語指導が本当
に困難だということで、そういう状況を切々と語ってくれた先生方がいて、
そのことが今もずっと気がかりになっていまして、だからそういう意味でも
ほかの学校の課題とか状況をもう少し多く把握できるようなチャンスがない
と、と思いました。

先ほど総合教育センターの新採用から５年までの先生方の研修内容というと
ころで、そういう先生方の研修のニーズというのは、どのようにして図った
らいいのかなということでちょっと今考えたことがあって、例えばこんなコ
ロナ禍の状況にあるので、学校にいらっしゃる若い先生方の悩みとか、相談
事とか、そういうのを私どもがオンラインで聞き取るような、そういうこと
が可能なのかなということを思いました。児童・生徒と語る一日教育委員会
がなかったわけで、それに代わる何かをしていかないと、義務教育諸学校へ
の訪問が無くなってしまってというところが少し、県立のほうは岡部先生と
私でいった学校の中では、少なくとも、ろう学校の改善と、つい先日ご報告
いただいたんですけど、都留高校の施設の改善が少し実ったということで、
学校長は枠予算の中で序列を、順位を付けて何を先にやらなきゃならないか
ということで、お金の使い方については本当に苦しいようですね。それで私
たちが行ったときには、きっとそういう胸の内を話してくださって、だから
こそ私たちもそういうところに何か改善の方向につないでいくようなことが
できればなと思いましたので、オンラインの活用で若手の先生方と意見交換
をするとか、何か一緒にまた考えていっていただきたいなということを思い
ましたのでお願いします。

入倉課長補佐 まず総合教育会議の関係ですが、１０月２２日第１回ということで記載がご
ざいますが、ちょっとボリューム感が少なくて表現だけになっています。総
合教育会議、第２回を１月下旬に予定されておりましたが、コロナの関係と
いうこともあり、うまくいかなかった。静岡県ではオンライン化をして総合
教育会議はしております。そういったいろんなツールを使って、どうにか働
きかけて開催はできるようにしていきたいと思っています。あと先生方と、
こういうコロナ禍でありましたが、学校訪問をいくつかさせていただきまし
て、学校長さんといろんなやりとりをされたことは、しっかり必要な部分は
私のほうから関係課にメールなりしてフィードバックをしております。あと
実際に受け入れたところにつきましては、ハード面、例えば改善を図りたい
ということだけでなく、いろんな面でやりとりを行ったりしておりますの
で、その情報を随行した者が伝えていきたいと思っています。
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嶋﨑教育監 今年はコロナもありまして、各学校訪問については教育事務所のほうのふれ
あい訪問に委ねる形になっております。私のほうでは全ての市町村、教育委
員会のほうを回らせていただきまして、学校教育課長さんとか、教育長先生
とお話をする中で課題を共有してまいりました。
例えば、先ほど出ました中央市の院内分校のことについても話題が出ました
ので、県立と公立ということで簡単にはいきませんけれども、そのあとに中
央市の教育長先生と学校教育課の課長さんに来ていただきまして具体的な状
況だとか課題ということで、予算のこと、またあるいは在籍する児童・生徒
が全て中央市以外ということで、院外等からもいろいろ質問いただいている
ということで、改善の方向性を共有しようということで話をしたところでご
ざいます。

岡 部 委 員 委員の活動状況についてですが、今年度は本当にコロナ禍において困難状況
だったと思います。やはり私たちは県民の声を聞く、そして届けるという活
動、意見交換会が今回は少なかったと思いますが、でも義務教育振興協議会
に出させていただいて、学校現場の力や、地域の力や保護者の力を最大限に
生かしているような会議で、地元のものだけれども非常に勉強になりまし
た。そういう意味でコロナ禍において、芦川小学校では学校は閉鎖されてい
く。そうすると地域が小さいけれども、公民館でみんな勉強しようと集め
て、父兄が代わりばんこに、そこには、ポットを持っていったり、お茶を
持っていったり、お菓子を持っていったりしながら、そういう地域の方も、
おじいちゃん、おばあちゃんも教えたりして、お手玉とか、そういうものを
教えたりして、そういう事例を聞いて、「ああ、最大限、このコロナ禍にお
いて、苦しい中でみんなでやっているんだ」ということを、温かみを感じま
した。でもやっぱり地域住民との接点がないので、先ほど佐藤先生おっ
しゃったように、トイレがすぐにできるようになったということはとっても
大切なので、私は教育委員会が学校など主幹機関についての情報を得るため
には、やっぱり学校訪問は必要だなとすごく思います。だから活動状況にお
いて、ここには学校訪問に行って、行けないところ、あるいは行った学校、
いろいろあるかもしれませんけれども、これから自分のためにも聞きたい。
でも一日教育委員会は、あのとき少なかったけれども、非常に私はためにな
りました。いろんな方がお話しする中で、もうせっかくだからオンラインを
どんどんやるのよとか、リモート会議やるのよとかという話も聞いたり、先
生たちの大変さを聞いたり、そして甲府市の市役所の人だったのかな、あの
人たちもやはり学校状況においての子どもたちの姿とか、本当に小さな会議
だったかもしれませんけど大きな成果が得られたということは、どんどん発
信していくべきだなというふうに思いました。やはり私たちは伝えていかな
ければならないし、そういうことを知って改善していかなきゃいけないなと
いうふうに、この活動状況を見て思いました。

佐 藤 委 員 岡部先生に賛成の意見です。各地域では保護者や学校や、それから保育園の
園長先生とかも参加していらっしゃったように記憶しているんですけど。地
域の方も集まって、教育懇談会のようなことをやっていらっしゃるんです
ね。そういう地域があると思うので、そういうところで各地域の状況を感じ
ながら、改善の糸口とか探って、もし同様な課題で困っているようであれば
県としてまた考えていくというふうな、そんな道筋ができると思うので、来
年の一日教育委員会は地域で行われている、だから新たに作るんじゃなく
て、既に行われているところに私たちも出向いて、一緒にそういう状況をつ
かみながら、子どもたちのためにいろいろ考えていくという、そういうこと
もできるかなというように思いました。

入倉課長補佐 学校訪問していなかった都道府県は本県のみになっておりまして、それが昨
年まずいということで、本県でもスタートしたところでありますけれども、
徐々に小中のほうにもと思っております。なかなかコロナ禍もありまして、
児童・生徒語る会もできなかったということでありますけれども、オンライ
ンを活用して、積極的に来年度やっていきたいと思っております。
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岡 部 委 員 知事さんが丹波小菅のほうにＩＣＴ教育の関係で行かれたと思います。今回
も穂坂小に行かれたと思います。そういう計画予定はどの辺りで決まるのか
ということで、教育委員にもそういうような場面があったら、ＩＣＴ教育を
やっているところを見させていただくという学校訪問を便乗してはいけない
のかということ。やはりそれは急に決まったものなのか、あるいはそういう
ような予定になっているのかということを教えていただければありがたいか
なという要望なんです。
それからあと、「子どもたちがコロナ禍において学習は保障されているんで
すか」とよく言っています。その学習の保障はよく分かるんですけれども、
心のケアが今どうなっているかということ、学校が実態調査とかアンケート
しているのか、それぞれの部門でやっていらっしゃるとは思うんですけれど
も、おそらく子どもたちは、高学年が低学年を見ることによって自分も育
ち、子どもも育ち、それから心と心がお互いに通い合ってきずなができて
いったり、それから自分が必要とされている感覚を自分で分かって、学校っ
ていいなと。子どもたちは学校は非常に気になっているので、行かないとい
けない学校から、今度は行きたい学校に変わっているわけで、そういうチャ
ンスを見ながら、やはり日常的には群れて遊んで、心と心となんとなく感じ
合いながらするのが学校だと思うので、今どういうような状態の心のケアを
しているのかなということも知りたいということで、そういうアンケートも
取っていらっしゃるのか。学習の保障は本当になさっていることはよく分か
るんですけれども、スクールカウンセラーとか、いろいろなところを利用し
ながらおそらくやっていると思いますけれども、そういうようなことのアン
ケート調査は取ったことがあるのかどうかということだけお聞きしたいと思
います。

降 籏 理 事 ありがとうございます。
先日の穂坂小学校とか、去年の夏に知事が道志村のほうに訪問をしました
が、あの時点では直前に決まったというところが率直なところで、今回も議
会関係などが立て込んでいる隙間を知事が訪問をされたということがござい
ました。ということと、皆さま方ご推察のとおり、コロナの関係がございま
したので、なかなか視察も、本当は教育委員会、また教育委員の皆さま方で
視察というか見学に行きたい部分があるんですが、密を避けるということも
あったものですから、今年はこのような形で、教育委員の先生方が現場の声
に触れていただく機会があまり設けられなかったということは大変申し訳な
いと思ってございます。
先ほどもいろいろなご意見をいただきましたが、コロナの状況というのもあ
るのですけれども、いろいろな学校現場の声を委員の皆様の思いをお伝えし
ていただいたり、また逆に学校の様子を聞いていただくような機会を作れる
ようにしていきたいと思っておりますので、今年度のこの状況から委員の皆
さま方の学校教育への熱い思いと、なかなか学校教育現場に出て行かなかっ
たといったことを重く受け止めさせていただいて、また来年度につなげてい
きたいと思っております。
現場の心のケアの関係のところについては、義務教育課長のほうから説明を
いたします。

中 込 課 長 いくつかまとめてお答えをさせていただきます。まず学習の保障部分です
が、こちらは長期休業の短縮ですとか、教育課程の編成の工夫ということ
で、学校のほうで独自で取り組んでいるわけですけれども、教育事務所等を
通して把握しているところで見ますと、現時点では、年末の段階でほぼほぼ
解消しているということで、ただかなり急いでやっている部分がありますの
で、その辺フォローしながら、丁寧にやるようにということはこちらのほう
でも話をしているところでございます。
もう１点ご指摘の心のケアのところ。こちらは把握をしなければということ
で、本課のほうで、今、年度末ということもありまして、スクールカウンセ
ラーが本年度小中全校に配置をしているわけですけれども、スクールカウン
セラーに対して、勤務状況ですとか、学校の状況をアンケートで聞き取りを
して、今集まっている状況でございます。併せて生徒指導主事を対象とした
研修会がありますので、その中にその子どもたちの現在の様子ですとか、そ
ういうところ、さらに、いわゆる子どもたちが今の状況を訴えることができ
るようにということで、ＳＯＳの出し方、そちらも進めてもらうようにとい
うことを研修の中で指示をしているところでございます。
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２ な　　し

３

［説明］ 義務教育課
少人数教育推進検討委員会の報告について

三 塚 委 員 先ほど、やっぱり課長から話が出て、一番問題は教員の質の確保に尽きるよ
うな感じがするんですよね。さっきも課長が話したように、１．９倍、非常
に少ない状況で、じゃあ質の担保ができるのか、２５人学級ってして。それ
が一つの大きな課題になってくるんじゃないか。そのためには、働き方改
革、働き方改革に手を付けるのはいいんだけれども、現場の先生方の仕事量
が減らないのに、減らさないで早く帰れとか、働き方改革、そういった意味
での形だけの働き方改革をやってしまえば、逆に言うと先生方の質をもっと
下げて担保ができない、もっと悪くしてしまうっていうことがあるので、
やっぱりこれはセットで働き方改革、本当の働き方改革を進めて、先生方の
負担を減らしながら質の担保を上げていくっていう手立てを打たないと、何
か単発で何か耳障りのいいのをポンと上げても実際どうなのよって話になっ
ちゃうじゃないですか。そこをしっかり検証してもらいたいということと。
それから２５人学級にすることで、集団的な、ここに書いてあるけれども、
切磋琢磨して社会性を学ぶっていうのがちょっと失われちゃう可能性もある
ので、そこのところもしっかり取り組んでやっていくような体制を整えてお
かないとだめだというふうに思っているので、よろしくお願いします。

佐 藤 委 員 現時点でも学校によってすごくいろいろ差が、状況が違うというふうに思う
んですね。先ほども課長さんの説明の中にありましたけど、１人が担当する
児童・生徒数のギャップと言いますか、そこを埋めていくような柔軟な、ど
うしても制度というときちきちと人数で切られてしまったり、１人増える、
増えない、学級が１つ増える、増えないっていうようなことになってしまう
んですけど、山梨独自の方式としてそういうところに少し手を差し伸べてい
けるような制度になるといいなというのをすごく感じます。普通に少ない学
校もありますし、それからぎりぎりの人数で苦労されている。しかも、そこ
に特別な配慮を必要とする児童・生徒さんを抱えている学校と。本当に苦労
しているので。あと加配になった場合の人の使い方みたいなところ。当然、
本来の趣旨で使われることが望ましいんですけど、機械的に増えていくよう
な場合って、ちょっとうまく言えないですけど、そういうときにその人材を
学校長の裁量で使えるようなことにできないものかなと。

中 込 課 長 もう１点ですね。ちょっと今の流れとは違うんですが、先ほどのいくつかに
関連しているところが１点ございまして、１点目が、先ほど新採用から５年
目までというところで、新採用の者は当然研修があるわけですけれども、２
年目以降ですね、もちろんセンターの研修を有効に活用するということが前
提なんですが、それと合わせて義務教育課のほうで、いわゆる退職教員、ア
ドバンスティーチャーを事務所に配置をしまして、２年目の方、また期間採
用の方に対して学校を訪問して授業を見た上で生徒指導上の課題、心配です
とか、指導上の工夫ですとか、そういうところを退職した校長等、管理職
だった方が指導するということで、グローアップ研修というものを年間大体
３００名ほどで、１人あたり大体２回から３回、３時間から４時間の単位で
指導しておりまして、こちらのものも満足度としては９９％近いくらい出て
いる状況でございますので、先ほど次長からお話がありましたセンターのほ
うも双方向のというところがありますけれども、そちらとさらに連動しなが
ら有効な活用、有効な研修になるようにということで取り組みを進めていき
たいと思っております。

【原案どおり決定】

報 告 事 項

その他報告
(14)
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［説明］ 高校教育課

〔　教育長閉会宣言　〕　

以　　　上

【 了 知 】

佐 藤 委 員 そうすると学校全体が運営上うまくいくっていうことがあると思うんです。
その辺のことをぜひ山梨独自に早く立ち上げて、実現に向けていってもらえ
るといいなと思います。教員の魅力にも繋がると思うんですけど、自分の得
意教科が生かせる専科教員のこととか、国が言っている年度よりも先駆け
て、せっかく少人数も先駆けてやっている山梨なので、専科教員の導入も他
県よりも早いということを売りに出したりして、山梨県の教員になりたいっ
ていう若者を引き付けたいと思うので、ぜひその辺できるだけスピード感を
持った対応をしていただけるといいなと思いました。
よろしくお願いします。

中 込 課 長 ありがとうございます。

岡 部 委 員 まずお聞きしたいことは、検討委員会がいつまで続くのかということで。結
局少人数教育の導入に関わる効果検証の方針をやっていくと思うので来年度
あるということは分かるんですが、小学校３年生それ以降また考えていただ
けるのかというところで、いつまであるのかというところを、いつまでとい
うか、これからずっとやっていただきたいというのが本音なんですが。
それからあと、アンケートをする際にＲ元年度でしたっけ、校長先生に負担
軽減のために少人数教育のことについてお聞きしますということをしたと思
います。多分学校長は苦労したと思います。教員に聞いたり、保護者に聞い
たり、いろいろ苦労してアンケートを出したと思います。同じようなことな
んですが、いろんな調査があるんだから、たった１つ増えてもと言うかもし
れません。負担軽減にならないで、本音を聞きたいので、これからの効果検
証のアンケートを取るときにも、やはりちゃんときちっと校長だけの代表だ
けではなく聞いていただきたいし、それから少人数教育の取り組みを県民に
広く知れ渡るためには、こういうようなこともやっているんだということを
知らせるために、校長だけに最初はしたという負担軽減と私は思わなかった
んですが、そこは気になるので、これからやるときにはできれば広くしてい
ただければありがたいかなというお願いです。

中 込 課 長 検討委員会につきましてはまだどうなるものか決定してないところでござい
まして、そちらはいずれにしても前にもお話ありましたような、広くいろん
な方の意見を聞きながら進めていくというふうになると思います。

【 了 知 】

(15) 令和3年3月公立高等学校卒業予定者の就職内定状況について（11月末）
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